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明
治
期
の
横
浜
の
謡
曲
・
能
楽 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

近
藤
政
次 

    

一

、 

は

じ

め

に 

 

現

在

の

横

浜

能

楽

堂

が

西

区

紅

葉

丘

に

移

築

・

開

館

し

て

か

ら

平

成

２

８

年

で

２

０

周

年

を

迎

え

、

記

念

と

し

て

能

面

の

公

募

、

入

賞

し

た

能

面

の

展

示

や

横

浜

市

ゆ

か

り

の

曲

目

で

あ

る

六

浦

、

放

下

僧

が

演

じ

ら

れ

た

。

さ

ら

に

本

年

４

月

に

は

観

世

流

の

能

舞

台

が

渋

谷

か

ら

縁

深

き

銀

座

に

移

転

し

て

能

楽

の

魅

力

発

信

に

挑

戦

し

て

い

る

こ

と

が

報

じ

ら

れ

て

い

る

。 

 

加

え

て

、

５

月

１

１

日

の

朝

日

新

聞

は

観

世

流

シ

テ

方

の

能

楽

師

で

人

間

国

宝

の

梅

若

玄

祥

氏

が

明

年

（

平

成

３

０

年

）

の

３

月

に

能

楽

界

で

重

い

名

前

で

あ

る

梅

若

実

を

四

世

と

し

て

襲

名

す

る

こ

と

を

報

じ

た

。

玄

祥

氏

は

明

治

時

代

に

シ

テ

方

の

名

人

と

い

わ

れ

た

初

世

実

（

前

名

・

六

郎

）

の

ひ

孫

で

、

観

世

流

か

ら

自

立

し

た

二

世

実

の

孫

。

三

世

実

の

名

は

故

五

十

五

世

梅

若

六

郎

に

追

贈

さ

れ

る

と

い

う

。 

 
 

       

能

楽

は

江

戸

期

に

あ

っ

て

は

将

軍

家 

の

式

楽

と

し

て

位

置

付

け

ら

れ

、

式

家

層

を

中

心

に

観

世

、

宝

生

、

金

春

、

金

剛

、

喜

多

の

五

流

が

存

在

し

た

。

幕

末

の

開

港

か

ら

貿

易

を

中

心

と

す

る

商

人

の

街

と

し

て

発

展

し

た

明

治

期

の

横

浜

の

謡

曲
・
能

楽

の

歩

み

を

追

っ

て

み

る

。 

 

二

、

草

創

期

の

動

向 

（

１

）

金

春

流

の

動

き 

 

明

治

４

２

年

３

月

２

５

・

２

６

日

の

横

浜

貿

易

新

報

（

以

下

「

横

貿

」

と

略

す

）

は

「

横

浜

の

謡

曲

界

」

と

題

し

て

市

内

住

吉

町

に

師

匠

の

看

板

を

か

か

げ

て

い

る

金

春

流

の

金

春

磯

吉

の

話

を

２

回

に

わ

た

っ

て

掲

載

し

て

い

る

。

そ

れ

に

依

る

と

横

浜

で

初

め

て

謡

曲

の

稽

古

に

励

ん

だ

の

は

製

茶

売

込

商

の

豪

商

、

岡

野

利

兵

衛

、

大

谷

嘉

兵

衛

の

２

人

で

あ

っ

た

。

岡

野

、

大

谷

に

指

南

し

た

の

は

明

治

維

新

の

直

後

に

関

西

か

ら

横

浜

に

や

っ

て

き

た

金

春

八

左

衛

門

で

あ

っ
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た

と

い

う

。

八

左

衛

門

は

関

西

の

地

で

は

名

前

の

知

ら

れ

た

能

楽

師

で

、

横

浜

で

商

業

に

従

事

し

た

。

信

用

の

厚

い

岡

野

、

大

谷

が

八

左

衛

門

に

師

事

し

た

こ

と

か

ら

商

人

た

ち

が

八

左

衛

門

の

も

と

に

足

を

運

ぶ

よ

う

に

な

っ

た

。

こ

の

た

め

、

彼

は

商

売

を

止

め

て

謡

曲

指

南

を

本

業

と

し

た

。 

 

明

治

２

３

年

に

八

左

衛

門

は

病

を

え

て

横

浜

の

地

で

没

し

た

。

数

年

後

に

は

横

浜

の

金

春

流

は

衰

え

る

に

至

っ

た

。

こ

の

た

め

、

東

京

の

家

元

・

金

春

八

郎

は

自

ら

、
金

春

磯

吉

ら

を

ひ

き

つ

れ

て

、

横

浜

の

弁

天

社

境

内

で

能

楽

を

演

じ

る

な

ど

、
流

派

の

勢

い

回

復

に

尽

力

し

た

。

明

治

３

７

年

に

金

春

磯

吉

が

横

浜

に

定

住

し

て

指

南

所

を

設

け

る

に

至

っ

た

。 

 

岡

野

利

兵

衛

（

初

代

）

は

開

港

と

と

も

に

横

浜

へ

進

出

し

た

駿

府

問

屋

の

系

統

で

あ

り

、

明

治

１

８

年

の

製

茶

の

受

荷

高

は

１

万

３

９

１

３

個

、

横

浜

の

製

茶

売

込

商

で

第

３

位

の

扱

い

高

だ

。

大

谷

嘉

兵

衛

は

伊

勢

出

身

で

同

年

の

受

荷

高

は

２

万

２

９

４

７

個

で

第

１

位

の

座

を

占

め

る

。

大

谷

は

米

国

の

ス

ミ

ス

＝

ベ

ー

カ

ー

商

会

（

米

三

番

館

）

の

茶

買

い

入

れ

係

を

勤

め

た

後

、

明

治

元

年

に

独

立

し

た

。

後

に

生

糸

売

込

業

に

も

進

出

、

さ

ら

に

横

浜

第

７

４

国

立

銀

行

の

頭

取

な

ど

も

務

め

、

横

浜

商

業

会

議

所

会

頭

、

横

浜

奨

兵

義

会

会

長

、

横

浜

市

教

育

会

会

長

、
貴

族

院

議

員

を

歴

任

し

、

明

治

後

期

～

大

正

に

か

け

、

横

浜

の

政

財

界

を

代

表

す

る

人

物

で

あ

る

。 

 

一

方

、

金

春

八

左

衛

門

は

明

治

２

３

年

、

金

春

磯

吉

は

明

治

４

５

年

春

に

横

浜

で

死

去

し

た

。

大

正

２

年

４

月

１

３

日

に

横

浜

金

謡

会

の

主

催

で

午

前

８

時

か

ら

市

内

港

町

５

丁

目

の

浜

港

館

で

故

金

春

磯

吉

の

一

周

年

追

福

素

謡

会

が

開

か

れ

る

こ

と

と

な

っ

た

。

こ

れ

に

は

東

京

の

桜

間

門

人

、

横

須

賀

、

埼

玉

県

の

粕

壁

、

千

葉

県

の

木

更

津

、

東

京

の

故

磯

吉

の

門

人

横

浜

金

謡

会

の

代

表

ら

が

素

謡

を

１

１

番

。
仕

舞

を

桜

間

金

太

郎

、

桜

間

金

龍

が

舞

っ

て

故

人

を

し

の

ぶ

と

し

て

い

る
（
「

横

貿

」
大

正

２

年

４

月

９

日

）
。
ま

た

、
金

春

八

左

衛

門

の

息

子

熊

太

郎

は

亡

父

の

２

３

回

忌

に

相

当

す

る

こ

と

か

ら

大

正

２

年

５

月

１

８

日

に

横

浜

市

の

浜

港

会

館

で

正

午

か

ら

八

左

衛

門

の

追

福

の

謡

会

を

催

す

こ

と

と

な

っ

た

。

こ

れ

に

は

東

京

金

謡

会

、

横

須

賀

金

謡

会

、
横

浜

金

謡

会

の

代

表

の

ほ

か

、

東

京

か

ら

金

春

栄

太

郎

、

同

花

子

、

同

熊

太

郎

、

同

光

太

郎

、

桜

間

左

陣

、

同

金

記

、

同

金

太

郎

が

参

加

す

る

予

定

（
「

横

貿

」
大

正

２

年

５

月

９

日

）
と

し

て

い

る

。 

（

２

）

観

世

流

・

梅

若

実

と

横

浜

の

か
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か

わ

り 
①

梅

若

実

（

初

世

）

の

こ

と

＝

観

世

流

の

シ

テ

方

、

文

政

１

１

年

４

月

江

戸

生

ま

れ

、

本

名

は

梅

若

氏

実

。

天

保

７

年

観

世

流

梅

若

六

郎

の

養

子

と

な

り

、

安

政

６

年

に

通

名

（

通

称

）

の

六

郎

を

襲

名

し

た

。

明

治

５

年

に

家

督

を

ゆ

ず

り

実

と

称

し

た

。

幕

府

崩

壊

で

帰

農

し

た

宝

生

九

郎

を

能

界

に

復

帰

さ

せ

る

と

と

も

に

明

治

維

新

直

後

の

混

乱

期

に

東

京

に

と

ど

ま

り

、

能

楽

の

灯

を

維

持

し

つ

づ

け

た

。

宝

生

九

郎

、

金

春

流

の

桜

間

伴

馬

（

後

の

左

陣

）

と

と

も

に

明

治

の

シ

テ

方

三

名

人

と

呼

ば

れ

た

。

嘉

永

２

年

か

ら

明

治

４

１

年

ま

で

記

し

続

け

た

日

記

は

ま

さ

に

江

戸

末

期

か

ら

明

治

の

時

代

の

能

楽

の

歩

み

を

残

し

た

貴

重

な

歴

史

史

料

と

な

っ

て

い

る

。

同

日

記

全

７

巻

は

八

木

書

店

か

ら
「

梅

若

実

日

記

」

と

し

て

公

刊

さ

れ

て

い

る

。

明

治

４

２

年

１

月

死

去

。 

 

②

梅

若

実

と

横

浜

の

か

か

わ

り 

⦿

明

治

６

年

４

月

８

日

の

横

浜

見

物

＝

こ

の

日

、

早

朝

に

浅

草

区

の

自

宅

を

出

る

。

鉄

之

丞

、

栄

吉

、

医

師

の

市

川

の

４

人

で

新

橋

駅

へ

。

駅

で

絵

師

の

狩

野

玉

え

ん

、

善

次

郎

、

吉

之

助

、

寺

井

久

八

郎

の

４

人

が

加

わ

り

計

８

人

で

汽

車

に

て

横

浜

駅
（

現

桜

木

町

駅

）
に

行

き

、

外

国

商

館

を

見

物

し

て

会

芳

楼

で

休

息

す

る

。

そ

れ

か

ら

現

在

の

伊

勢

佐

木

町

方

面

へ

足

を

の

ば

し

て

吉

田

橋

通

り

の

和

田

源

で

ウ

ナ

ギ

の

蒲

焼

き

で

昼

食

を

済

ま

せ

る

。 

 

横

浜

駅

に

行

き

汽

車

で

川

崎

駅

へ

出

て

、

川

崎

大

師

へ

足

を

運

ん

で

参

詣

し

て

汽

車

に

て

自

宅

へ

。

帰

着

は

夜

の

８

時

で

あ

っ

た

。

梅

若

実

４

５

歳

の

春

で

あ

っ

た

。 

⦿

明

治

１

１

年

１

１

月

の

横

浜

見

物

＝

こ

の

年

の

１

１

月

１

６

日

に

梅

若

実

は

横

浜

区

弁

天

通

６

丁

目

の

梅

屋

細

井

久

次

郎

方

へ

。
鉄

之

丞

、
六

郎

、
吉

之

丞

、

要

三

郎

、

半

二

郎

、

又

太

郎

、

彦

兵

衛

が

同

行

し

た

。

囃

子

が

３

番

あ

り

、

仕

舞

で

三

輪

を

六

郎

、

松

風

を

実

、

春

日

竜

神

を

鉄

之

丞

が

舞

っ

た

。
同

家

に

実

、

鉄

之

丞

、

六

郎

の

３

人

が

泊

り

、

残

り

の

者

は

夜

７

時

の

汽

車

で

東

京

に

帰

っ

た

。 

 

翌

１

７

日

、

梅

屋

の

息

子

栄

太

郎

の

案

内

で

横

浜

を

見

物

す

る

。

英

国

人

ケ

セ

キ

の

洋

館

を

見

、

通

訳

吉

田

の

自

宅

へ

ゆ

き

、

午

後

１

時

１

９

分

の

汽

車

に

乗

っ

て

東

京

へ

戻

る

。 

⦿

明

治

１

１

年

１

２

月

の

横

浜

見

物

＝

１

２

月

４

日

、

観

世

鉄

之

丞

、

梅

若

六

郎

と

と

も

に

華

族

坊

城

俊

政

が

京

都

へ

出

発

す

る

の

で

、

朝

７

時

か

ら

供

を

し



4 

 

て

横

浜

弁

天

通

５

丁

目

の

蒸

気

船

問

屋

福

井

屋

へ

。

九

重

丸

と

い

う

船

に

乗

込

み

、

海

か

ら

横

浜

の

街

を

見

物

し

た

。

夕

方

６

時

１

５

分

の

汽

車

に

て

８

時

過

ぎ

に

帰

宅

し

た

。 

⦿

明

治

１

３

年

、

宮

川

香

山

の

モ

デ

ル

に

＝

こ

の

年

の

１

１

月

２

５

日

横

浜

在

の

西

大

田

村

の

宮

川

香

山

と

い

う

焼

物

師

宅

へ

。

こ

れ

は

花

咲

町

３

丁

目

の

青

木

常

次

郎

か

ら

の

依

頼

に

も

と

づ

く

。

猩

々

の

装

束

を

附

け

る

こ

と

か

ら

観

世

鉄

之

丞

、

梅

若

六

郎

、

同

万

三

郎

、

同

誠

を

連

れ

て

出

か

け

る

。

絵

師

は

桑

原

小

山

。

謝

礼

は

前

後

の

車

料

と

装

束

料

５

円

。

そ

の

ほ

か

に

肴

料

と

し

て

千

疋

（

２

円

５

０

銭

）

を

受

け

取

り

、

夜

８

時

半

に

帰

宅

す

る

。

１

２

月

３

日

に

青

木

常

次

郎

に

先

日

の

あ

い

さ

つ

の

手

紙

を

出

し

、

宮

川

香

山

へ

の

伝

言

も

依

頼

し

た

。

な

お

、

初

代

宮

川

香

山

は

京

都

か

ら

維

新

後

、

横

浜

へ

移

住

し

た

。

彼

が

完

成

さ

せ

た

真

葛

焼

は

明

治

日

本

を

代

表

す

る

陶

器

で

国

の

内

外

か

ら

称

賛

さ

れ

た

。 

⦿

伊

勢

原

大

山

神

事

能

と

の

か

か

わ

り 

 

伊

勢

原

大

山

の

神

事

能

の

歴

史

は

古

い

が

、

梅

若

実

と

の

か

か

わ

り

を

確

認

で

き

る

の

は

慶

応

元

年

２

月

７

日

に

大

山

の

御

師

佐

藤

主

水

、

同

彦

太

郎

（

大

住

の

息

子

）

の

２

人

が

梅

若

宅

を

初

め

て

訪

れ

た

。

両

人

は

佐

藤

大

住

と

相

原

貞

甫

か

ら

の

紹

介

状

を

持

参

し

て

観

世

宗

家

へ

の

直

弟

子

（

入

門

）

と

な

る

こ

と

を

希

望

し

て

い

た

。

こ

の

た

め

梅

若

実

は

関

係

先

を

走

り

ま

わ

り

、

２

人

の

宗

家

へ

の

弟

子

入

り

を

実

現

さ

せ

た

。

２

人

は

５

日

間

の

習

練

を

終

え

、

１

７

日

に

大

山

へ

帰

る

。

大

山

の

神

事

能

は

こ

の

月

の

２

８

日

で

あ

っ

た

。 

 

明

治

６

年

１

０

月

に

は

大

山

社

中

の

主

催

で

小

田

原

の

元

本

陣

大

清

水

で

１

５

日

か

ら

５

日

間

の

日

数

能

が

催

さ

れ

た

。

大

山

側

の

強

い

要

望

で

梅

若

実

は

六

郎

、

吉

之

丞

の

３

人

で

出

演

し

た

。

大

山

の

能

楽

師

は

村

山

千

秋

、
神

崎

翠

、

成

田

民

雄

、

同

糺

、

同

増

次

郎

、

岡

田

稲

置

、

佐

藤

栄

吉

、

二

階

堂

蔀

の

８

人

が

出

演

し

て

い

る

。 

 

こ

れ

以

降

も

大

山

能

と

の

係

わ

り

は

明

治

１

６

年

ま

で

続

く

。 

（

３

）

茂

木

惣

兵

衛

の

梅

若

へ

の

入

門 

 

観

世

流

の

シ

テ

方

と

し

て

名

を

成

し

て

い

た

初

代

梅

若

実

に

横

浜

の

豪

商

・

初

代

茂

木

惣

兵

衛

が

入

門

し

た

の

は

明

治

１

４

年

１

１

月

１

６

日

で

あ

る

。

同

日

の

梅

若

実

日

記

（

以

下

「

日

記

」

と

称

す

）

に

は

「

～

午

後

三

時

よ

り

二

番

町

岩

崎

小

次

郎

へ

初

め

て

参

る

～

外

に

塚

原

周

造

、
茂

木

惣

兵

衛

門

入

。
」
と

記

し

て

い

る

。

岩

崎

小

次

郎

は

大

蔵

省

の
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高

官

で

後

に

秋

田

、

大

分

、

滋

賀

、

福

岡

四

県

の

知

事

を

歴

任

す

る

人

物

で

あ

る

。

塚

原

は

農

商

務

省

の

高

官

で

当

時

管

船

局

長

を

務

め

て

い

た

。

官

を

辞

し

て

か

ら

は

浦

賀

ド

ッ

ク

、

浅

野

総

一

郎

の

東

洋

汽

船

の

経

営

に

携

わ

る

。 

 

梅

若

実

は

こ

の

時

４

９

歳

、

茂

木

は

５

２

歳

で

あ

っ

た

。

茂

木

が

梅

若

実

の

門

を

た

た

く

に

到

っ

た

の

は

東

京

在

住

の

実

業

家

で

あ

る

子

安

峻

、

中

山

譲

治

の

影

響

・

紹

介

で

あ

っ

た

と

推

測

さ

れ

る

。

明

治

１

３

年

１

２

月

２

０

日

、

横

浜

に

開

業

し

た

扶

桑

商

会

（

資

本

金

３

０

万

円

）

の

副

頭

取

に

子

安

、

取

締

に

中

山

、
監

督

に

茂

木

が

就

任

し

て

い

る

。

同

社

は

生

糸

、

茶

を

中

心

に

国

産

の

諸

物

産

を

直

輸

出

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

た

。

翌

明

治

１

４

年

２

月

２

０

日

の

東

京

横

浜

毎

日

新

聞

は

子

安

が

頭

取

に

、

中

山

が

副

頭

取

に

就

任

し

た

こ

と

を

報

じ

て

い

る

。 

 

子

安

、

中

山

の

２

人

は

明

治

１

３

年

春

か

ら

東

京

の

有

力

実

業

家

で

あ

る

大

倉

喜

八

郎

、

益

田

孝

、

克

徳

兄

弟

、

三

野

村

利

助

ら

と

と

も

に

、

梅

若

実

を

師

と

し

て

謡

曲

・

能

楽

の

習

得

に

励

ん

で

い

た

。

と

り

わ

け

中

山

は

熱

心

で

あ

っ

た

こ

と

が

「

日

記

」

の

随

所

か

ら

う

か

が

え

る

。

茂

木

が

梅

若

に

入

門

し

た

接

点

は

ビ

ジ

ネ

ス

を

通

じ

て

知

友

と

な

っ

た

子

安

、
中

山

で

あ

っ

た

と

見

て

良

い

。 

 

茂

木

惣

兵

衛

（

初

代

）

は

文

政

１

０

年

１

０

月

に

現

在

の

群

馬

県

高

崎

市

に

生

ま

れ

、

原

善

三

郎

と

と

も

に

横

浜

の

生

糸

売

込

商

を

代

表

す

る

豪

商

。

明

治

１

３

年

の

生

糸

入

荷

高

は

８

０

７

６

個

で

第

１

位

、

第

２

位

は

原

の

５

２

９

９

個

。

横

浜

国

立

第

７

４

銀

行

の

頭

取

な

ど

を

務

め

た

。

晩

年

は

家

督

を

ゆ

ず

り

保

平

（

初

代

）

を

名

乗

っ

た

。

明

治

２

７

年

８

月

に

死

去

。 

 
明

治

１

４

年

と

い

う

年

は

開

拓

史

の

官

有

物

払

下

げ

問

題

、

１

０

月

１

２

日

に

参

議

大

隈

重

信

が

罷

免

さ

れ

、

こ

れ

に

抗

議

し

、

中

央

省

庁

の

官

僚

が

大

量

に

辞

任

し

た

明

治

１

４

年

の

政

変

の

勃

発

。

横

浜

で

は

６

月

頃

か

ら

生

糸

取

引

を

め

ぐ

り

内

外

商

人

の

利

害

が

対

立

し

、

茂

木

、

原

ら

生

糸

売

込

商

た

ち

が

中

心

と

な

っ

て

改

善

実

現

を

め

ざ

し

て

設

立

し

た

横

浜

連

合

生

糸

荷

預

所

紛

議

事

件

が

起

き

た

。

茂

木

は

そ

の

渦

中

に

立

た

さ

れ

た

。 

 

明

治

１

５

年

１

月

１

７

日

の
「

日

記

」

に

横

浜

の

茂

木

惣

兵

衛

（

弁

天

通

）

に

出

張

稽

古

に

訪

れ

た

梅

若

実

に

大

谷

嘉

兵

衛

、

茂

木

保

次

郎

、

大

西

吉

松

、

水

谷

吉

兵

衛

、
前

嶋

栄

太

郎

が

入

門

し

た

。

大

谷

は

先

に

ふ

れ

た

製

茶

売

込

商

だ

が

、

大

谷

の

名

前

は

こ

の

１

回

の

み

の

登

場
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で

終

わ

る

。

茂

木

保

次

郎

は

２

代

目

惣

兵

衛

と

な

る

人

物

。

大

西

吉

松

は

関

西

の

出

身

。

こ

の

頃

茂

木

の

下

で

第

７

４

銀

行

の

取

締

役

、

水

谷

吉

兵

衛

は

丸

三

銀

行

の

横

浜

支

店

長

、

前

嶋

栄

太

郎

は

横

浜

株

式

取

引

所

の

肝

煎

で

あ

る

。

い

ず

れ

も

茂

木

周

辺

の

人

々

だ

。 

 

三

、 

明

治

１

５

年

、

梅

若

一

門

の

出

張

稽

古 

 

明

治

１

５

年

１

月

～

２

月

の

１

年

間

に

梅

若

実

及

び

一

門

の

者

た

ち

が

横

浜

に

足

を

運

び

門

人

に

対

し

謡

曲

の

稽

古

、

指

導

を

実

施

し

た

回

数

は

「

日

記

」

に

依

れ

ば

５

１

回

の

多

さ

を

数

え

る

。

梅

若

派

総

師

で

あ

る

実

が

２

２

回

、

同

万

三

郎

（

実

の

子

供

、

１

５

歳

）

２

回

、

観

世

鉄

之

丞
（

４

０

歳

、
実

の

親

せ

き

）

１

４

回

、

梅

若

六

郎

（

３

４

歳

、

実

の

後

継

者

）

１

８

回

、

同

豊

作

２

回

、

西

村

新

太

郎
（

２

１

歳

）
１

回

、
宗

家
（

観

世

清

孝

）

１

回

で

、

合

計

延

べ

人

数

は

６

０

人

に

の

ぼ

る

。

東

京

の

梅

若

一

門

が

実

を

先

頭

に

新

興

の

街

横

浜

へ

の

普

及

に

力

を

尽

く

し

た

姿

が

浮

か

び

上

が

る

。

こ

の

態

勢

は

弱

ま

る

こ

と

な

く

、

日

清

戦

争

直

前

の

明

治

２

６

年

１

０

月

に

は

月

１

２

回

の

練

習

定

例

日

が

設

定

さ

れ

る

。 

 

何

故

横

浜

に

こ

れ

ほ

ど

梅

若

実

は

精

力

を

そ

そ

い

だ

の

か

、

そ

の

事

由

と

し

て

は

①

茂

木

、
藤

野

善

輔

、
依

田

弥

助

、

箕

田

長

二

郎

ら

門

人

の

核

と

な

る

人

物

た

ち

の

熱

意

、

②

交

通

の

便

利

さ

、

新

橋

～

横

浜

（

現

Ｊ

Ｒ

桜

木

町

駅

）

に

鉄

道

が

走

り

、

こ

の

区

間

の

時

間

は

約

５

０

分

。

年

々

、

列

車

の

本

数

も

多

く

な

り

急

行

な

ど

も

ダ

イ

ヤ

に

登

場

し

、

使

い

易

さ

が

向

上

し

た

こ

と

。

当

時

の

横

浜

は

駅

か

ら

歩

い

て

も

１

０

～

１

５

分

の

エ

リ

ヤ

が

中

心

で

あ

り

、

本

町

外

１

３

町

の

計

１

４

町

会

が

中

心

で

あ

っ

た

。

大

岡

川

に

か

か

る

弁

天

橋

を

渡

る

と

茂

木

、

原

な

ど

有

力

商

人

の

店

が

軒

を

つ

ら

ね

る

弁

天

通

り

。

桜

木

町

駅

か

ら

山

の

手

側

が

花

咲

町

、

野

毛

町

、

老

松

町

な

ど

で

、
豪

商

た

ち

の

別

荘

が

あ

っ

た

。

③

活

気

に

満

ち

た

新

興

地

横

浜

へ

の

期

待

や

将

来

性

に

魅

力

を

感

じ

た

と

考

え

ら

れ

る

。

梅

若

実

は

先

に

述

べ

た

よ

う

に

何

回

か

横

浜

を

訪

れ

、

外

国

人

、

西

洋

館

に

高

い

関

心

を

寄

せ

て

い

る

。

④

東

京

は

観

世

流

宗

家

に

、

自

分

は

東

京

に

拠

点

を

置

き

な

が

ら

新

し

い

地

域

の

開

拓

を

め

ざ

し

た

の

で

は

な

い

か

ー

。 

 

四

、 

養

心

会

の

設

立 

明

治

１

８

年

２

月

２

２

日

の
「

日

記

」

に

初

め

て

「

横

浜

養

心

会

」

の

呼

称

が

登

場

す

る

。「

日

記

」
は

細

や

か

な

こ

と
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を

記

し

て

い

な

い

が

、

こ

れ

ま

で

「

茂

木

連

」
、
「

横

浜

連

」

と

呼

ん

で

い

た

も

の

を

統

一

し

た

も

の

。

そ

の

背

景

は

横

浜

の

門

人

の

増

加

で

あ

ろ

う

。

当

初

、

茂

木

の

私

宅

を

練

習

場

に

し

て

い

た

も

の

を

、

こ

の

年

か

ら

２

０

年

初

め

ま

で

大

光

院

と

い

う

寺

院

を

練

習

場

と

し

た

。

同

寺

は

宮

崎

町

の

野

毛

不

動

の

真

下

に

位

置

し

て

い

た

。

横

浜

養

心

会

は

門

人

た

ち

へ

の

連

絡

、

素

謡

会

の

会

場

設

営

な

ど

が

主

な

役

割

だ

っ

た

。

会

長

な

ど

を

置

か

ず

世

話

役

、

幹

事

な

ど

と

い

う

名

称

で

あ

っ

た

。
以

後

、「

日

記

」
の

記

載

は

養

心

会

で

統

一

さ

れ

て

い

る

こ

と

か

ら

梅

若

実

の

意

向

で

変

更

、

組

織

化

さ

れ

た

と

考

え

て

間

違

い

な

い

。 

 

五

、 

伊

勢

山

能

楽

堂

の

設

立 

 

明

治

２

３

年

６

月

２

１

日

、

横

浜

市

の

総

鎮

守

・

伊

勢

山

皇

大

神

宮

の

敷

地

内

に

能

舞

台

が

新

設

さ

れ

舞

台

開

き

の

奉

納

能

楽

が

演

じ

ら

れ

た

。

舞

台

は

三

間

四

方

、
橋

か

か

り

は

３

間

に

幅

８

尺

、

観

覧

定

員

は

４

０

０

名

。

橋

か

か

り

は

地

所

の

狭

さ

か

ら

短

縮

さ

れ

た

。

費

用

は

能

楽

堂

５

０

０

円

、

楽

屋

な

ど

４

５

０

円

の

計

９

５

０

円

。
見

所
（

観

客

席

）

が

設

け

ら

れ

た

の

は

明

治

２

７

年

１

０

月

６

日

の

秋

季

能

か

ら

で

あ

る

。

能

楽

堂

の

設

立

は

前

年

の

２

月

１

１

日

の

憲

法

発

布

祝

賀

会

で

横

浜

公

園

の

即

席

づ

く

り

の

舞

台

で

横

浜

の

能

楽

愛

好

者

が

舞

っ

た

仕

舞

の

反

省

会

の

席

上

で

の

こ

と

。

翌

月

の

３

月

１

４

日

に

は

藤

野

善

輔

方

の

出

入

大

工

が

浅

草

区

の

梅

若

実

宅

の

能

舞

台

の

寸

法

を

取

り

に

訪

れ

た

。

「

日

記

」

は

「

～

横

浜

に

新

た

に

舞

台

を

設

置

す

る

た

め

」

と

記

し

て

お

り

、

１

年

以

上

前

か

ら

準

備

が

す

す

ん

で

い

た

。 

 
能

楽

堂

の

舞

台

開

き

の

奉

納

能

楽

一

式

を

梅

若

実

が

６

０

円

で

請

負

っ

た

。

幹

事

は

藤

野

善

輔

と

依

田

弥

助
（

初

代

）

の

両

名

。

番

組

は

翁

＝

梅

若

六

郎

、

羽

衣

＝

同

実

、

橋

弁

慶

＝

観

世

鉄

之

丞

、

猩

々

＝

梅

若

万

三

郎

が

演

じ

た

。

狂

言

３

番

が

加

わ

り

仕

舞

は

安

宅

＝

依

田

弥

助

、

天

鼓

＝

水

谷

吉

兵

衛

、

能

坂

＝

藤

野

善

輔

の

横

浜

の

門

人

３

人

と

梅

若

新 

太

郎

、

観

世

清

廉

が

舞

っ

た

。

豪

華

な

番

組

と

言

っ

て

良

い

。

舞

台

開

き

祝

い

と

あ

っ

て

６

０

円

と

い

う

安

さ

だ

が

、

さ

す

が

に

「

～

以

後

は

１

０

０

円

づ

つ

と

極

る

」
と
「

日

記

」
に

記

し

て

い

る

。 

 

六

、 

明

治

３

１

年

の

横

浜

の

謡

曲

家

数 

 

「

横

貿

」

は

明

治

３

１

年

１

０

～

１

１

月

に

か

け

横

浜

市

内

の

素

人

謡

曲

家

投

票

を

実

施

し

た

。

そ

れ

に

依

れ

ば

氏
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名

・

流

派

の

判

明

す

る

人

た

ち

は

観

世

流
（

そ

の

多

く

が

梅

若

派

）
が

７

２

人

、

宝

生

流

５

４

人

、

金

春

流

１

０

人

、

金

剛

流

７

人

、

喜

多

流

５

人

の

合

計

１

４

７

人

が

確

認

さ

れ

る

。

さ

ら

に

流

派

不

明

の

２

点

得

票

者

１

８

人

を

加

え

る

と

、

合

計

１

６

５

人

の

人

々

の

氏

名

が

明

ら

か

と

な

っ

た

。

ト

ッ

プ

の

得

票

を

得

た

岡

野

隠

居

（

金

春

）

と

は

初

代

岡

野

利

兵

衛

で

あ

り

、

大

谷

嘉

兵

衛

も

金

春

流

と

し

て

名

を

連

ね

て

い

る

。 

 

七

、 

宝

生

流

の

奉

納

能

楽 

 

明

治

２

９

年

５

月

１

０

日

に

横

浜

宝

生

会

主

催

の

能

楽

が

伊

勢

山

能

楽

堂

で

開

か

れ

て

い

る

。

宝

生

九

郎

、

松

本

金

太

郎

、

同

長

、

野

口

政

吉

ら

が

出

演

し

て

い

る

。

明

治

３

６

年

１

２

月

６

日

に

は

宝

生

流

の

横

浜

渾

々

会

の

素

謡

会

が

港

町

の

浜

港

館

で

開

か

れ

て

い

る

。

金

沢

啓

次

郎

、

松

崎

新

吉

、

菊

池

正

雄

、

市

村

久

次

郎

、

高

橋

頼

治

ら

が

出

演

し

て

い

る

。

同

会

の

奉

納

能

楽

は

明

治

４

３

年

６

月

１

２

日

に

は

第

２

７

回

を

数

え

て

お

り

、

毎

年

春

秋

の

２

回

演

じ

ら

れ

た

こ

と

を

物

語

っ

て

い

る

。
（

了

） 

 

《

参

考

文

献

》 

「

梅

若

実

日

記

」
全

七

巻

、「

明

治

の

能

楽

」
第

三

巻

、「

お

能

と

横

浜

」
、「

神

奈

川

宝

生

流

の

歩

み

」「

横

浜

近

代

史

辞

典

」

「

神

奈

川

県

民

俗

芸

能

誌

」

永

田

衛

吉

著

、「

横

浜

市

史

第

三

巻

上

」
、「

開

港

と

生

糸

貿

易

中

巻

」

藤

本

実

也

著 

 
 

 


